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１．はじめに 

エアロゾル粒子は雲凝結核となり、雲のアルベード、寿命を変えることで気候に影響するが、いまだ理

解の水準は低い（IPCC 2013）。富士山山頂は年間を通して自由対流圏に位置することが多い。そこで、

新粒子生成のメカニズムを調べるために、2006 年から夏季だけではあるが、山頂と太郎坊においてサブ

ミクロン粒子の粒径分布、ラドン、イオンを測定している。山頂では 2010 年から雲凝結核（CCN）濃度を、

2013 年からフォグモニターにより霧粒（雲粒）を測定している (三浦ら、2015)。また、2014 年秋から太郎坊

において通年観測を始めた。 

 

２．方法 

山頂、富士山測候所（標高 3776ｍ）において、7 月 19 日〜8 月 23 日まで、エアロゾルの粒径分布、雲

（霧）粒、雲凝結核濃度、ラドン濃度、イオン濃度の連続測定を行った。1 号庁舎 2 階の窓から外気を引き、

拡散ドライヤーで 20%以下に乾燥させ、走査型移動度分析器(SMPS)と光散乱式粒子計数器 (OPC)を用

いて4.4〜5000nmにわたる粒径分布（片岡ら、2016；監物ら、2016）と雲凝結核濃度（DMT, CCN-100）（佐

藤ら、2016）を測定した。小イオン濃度、ラドン・トロン（川口ら、2016）、オゾン・一酸化炭素（加藤ら、2016）

は窓から直接捕集した。また、インパクターで捕集した個別粒子を TEM/EDX を用いて形態観察を行っ

た（土井ら、2016）。3 号庁舎に設置したインレットから直接外気を引き、OPC、SO2（加藤ら、2016）を測定

した。また、フォグモニター（東大大気海洋研植松先生と共同）を 3 号庁舎西面に設置し、霧粒濃度を連

続測定した。 

山麓の太郎坊（標高 1300ｍ）において，2014 年 9 月からエアロゾルの粒径分布、ラドン濃度、イ

オン濃度、スカイラジオメータ（Prede, POM-02）（富山大青木先生と共同）（橋口ら、2016）の連続

測定を行った。また、7 月〜8 月はライダー、ソーダー（京都大学矢吹先生と共同）により、鉛直分

布の観測を行った。8 月 3 日〜5 日に太郎坊において係留気球観測、ゾンデ観測（渡辺ら,2016）

を行った。 

 

３．結果 

太郎坊において測定した各要素の季節変化を図１に示す。 

ラドン濃度の季節変化を見ると、秋から冬にかけて高濃度、春季から夏季にかけて低濃度の季

節変化を示した。9 月はデータ数が少ないため、この傾向から外れたものと思われる。（川口ら、

2016） 

 SMPS で測定した粒子数濃度の季節変化を見ると、12 月〜3 月にかけて 30nm 以下の粒子が高

濃度となっている。この期間、新粒子生成発生率も高く、スカイラジオメータで測定した直達光強

度も高いが、谷風発生率は減少していた。つまり谷風の有無より、日射量の強さの方が新粒子生

成発生に影響を及ぼすことを示している。（須藤ら、2016） 

  エアロゾルの光学的厚さは冬季に小さく、春季から夏季にかけて増加する明瞭な季節変化がみ

られた。また月平均値は全期間を通じて太郎坊が神楽坂に比べ低く推移していたことから、2 地点

間のエアロゾル量に明確な違いが現れている。一方、オングストローム指数は両地点ともに明瞭な

季節変化が見られなかった。2015 年 3 月には両地点で値が 1 を下回ったが、これは黄砂に代表

される、アジア大陸からの汚染気塊の輸送に伴う粗大粒子の卓越によるものと推測される。（橋口

ら、2016）

 2015 年 7〜8 月の山頂および太郎坊における観測結果、太郎坊における集中観測の結果につ

いては、ポスタ―で報告する。 
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図１ 太郎坊における個数濃度、ラドン計数値、光学的厚さ、オングストローム指数の季節変化 
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